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～＼祝／正式採用・新採用紹介３～

新採用のみなさん、10月となり晴れて『正式採用』となります。大変おめでとうございます！県職

員として働いた半年間は思い描いていたイメージ通りでしたか？もし、「おかしい」と思うことや改

善したいと思うことがあれば組合の仲間と一緒に少しずつ変えていけるように行動しませんか？以前、

皆さんに協力いただいたアンケートも組合の活動として、若手の意見を伝えるために集めたものです。

（新採用組合員さんから寄せられた個別の相談については直接話を伺う場合もあります。）次号はア

ンケートの集約結果を共有させていただきます！

正式採用おめでとうございます！

Q1 あなたがある会社の『社員』だとしたら、どちらの社員になりたいですか？

Ａ 残業代をもらわずに夜中まで働く Ｂ 働いた分はしっかり残業代をもらう

Q2 次に、あなたは、この会社の『社長』です。社員を１人だけ雇うとしたら、どちらを雇いますか？

Ａ 残業代をもらわずに夜中まで働く人 Ｂ 働いた分はしっかり残業代をもらう人

Q３ あなたは、社員100人の会社の『社長』です。社長のあなたに、労働組合が「残業代をちゃんと
出してください！」と言ってきました。どちらの労働組合の話を聞こうと思いますか？

Ａ 10人のみで組織された労働組合 Ｂ 100人全員で組織された労働組合

思うように貯金ができない
公舎が古くて生活が不便

残業が多くて定時に帰れない

パワハラを受けていて、
どこに相談したらいいのか…

連絡先 支部 TEL：

県職労あてメール

なぜ組合で活動をするのか？（以下の質問の答えを考えてみてください。）

私たち職員1人1人の立場は弱いです。１人で解決できることもほとんどありません。だからこそ、
組合で同じ考えの仲間と集まり、改善に向けて声を届けています。
本音で話せる仲間を作るためにも交流会等の機会をつくったり学習の場を設けています！

 

稲
刈
り
が
本
格

化
し
、
収
穫
の
秋

が
本
番
を
迎
え

る
。
春
の
凍
傷
被

害
等
に
見
舞
わ
れ

た
地
域
も
あ
っ
た

が
、
総
じ
て
平
年

並
み
の
収
穫
が
見

込
ま
れ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
も
あ
り
、
収

穫
祭
な
ど
は
例
年
通
り
で
き
な

い
が
、
ま
ず
は
秋
の
味
覚
を
味

わ
い
た
い
も
の
だ
▼
秋
は
一
年

で
も
多
忙
な
季
節
だ
。
コ
ロ
ナ

が
未
だ
収
束
し
て
い
な
い
中
、

職
場
で
は
今
年
度
事
業
の
実
施

と
来
年
度
予
算
の
準
備
が
重
な

る
。
さ
ら
に
労
働
運
動
の
一
丁

目
一
番
地
の
賃
金
確
定
闘
争
の

時
期
▼
並
行
し
て
晩
秋
に
は
政

治
決
戦
も
控
え
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
い
か
に
公
務
運
営
を
担
う
自

治
体
職
場
の
体
制
が
脆
弱
で
あ

っ
た
か
実
感
し
た
の
で
は
な
い

か
。
震
災
の
教
訓
は
も
と
よ

り
、
コ
ロ
ナ
の
教
訓
を
踏
ま
え

た
自
治
体
職
場
と
し
て
い
く
た

め
に
は
要
求
交
渉
は
も
と
よ

り
、
制
度
政
策
要
求
、
更
に
は

私
た
ち
が
望
む
政
治
に
変
え
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
今

年
の
秋
は
２
つ
の
取
り
組
み
に

全
力
を
挙
げ
る
こ
と
に
な
る
▼

県
人
勧
闘
争
の
情
勢
は
厳
し

く
、
確
定
闘
争
も
難
局
が
想
定

さ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ

う
に
運
動
が
で
き
な
い
実
情
に

あ
る
が
、
改
善
に
は
私
た
ち
が

主
体
的
に
行
動
す
る
こ
と
こ
そ

が
ま
ず
も
っ
て
大
事
だ
。
憲
法

理
念
を
活
か
し
た
職
場
・
社
会

を
め
ざ
し
、
11
月
の
確
定
闘

争
・
政
治
決
戦
で
は
私
た
ち
一
人

一
人
の
行
動
が
求
め
ら
れ
る
。
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青
年
婦
人
部
長 

鍬
形 

幸
平

【
月
例
給
・
一
時
金
】

　

勧
告
日
は
10
月
中
旬
の
早
い

時
期
を
予
定
と
し
、
月
例
給
は

公
民
と
も
に
昨
年
の
較
差
（
▲

48
円
）
を
更
に
小
さ
い
見
込
み

で
あ
る
見
解
を
示
し
、
据
置
の

方
向
を
示
唆
し
た
。

　

一
時
金
は
、
昨
年
の
民
間
支

給
実
績
年
４
・
44
月
を
相
当
程

度
下
回
る
見
通
し
を
示
し
、
方

向
性
は
精
査
確
定
し
た
う
え
で

決
定
す
る
と
し
た
。
交
渉
団
か

ら
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
ら
ゆ
る
職
場

で
奮
闘
す
る
職
員
の
勤
務
意
欲

確
保
の
た
め
、
水
準
維
持
と
と

も
に
、
期
末
手
当
か
ら
の
引
き

下
げ
を
し
な
い
よ
う
求
め
た
。

　

今
野
事
務
局
長
は
、
「
仮
に

引
下
げ
の
時
は
国
勧
告
や
県
内

民
間
の
考
課
査
定
分
の
調
査
の

状
況
を
踏
ま
え
従
前
の
考
え
方

で
考
え
る
」
と
し
た
こ
と
か
ら
、

期
末
手
当
か
ら
の
引
き
下
げ
で

は
育
休
職
員
へ
の
影
響
等
も
あ

り
、
期
末
手
当
の
引
き
下
げ
は

行
わ
な
い
よ
う
求
め
た
。

【
高
齢
層
職
員
の
勤
務
意
欲
策
】

　

勤
務
意
欲
策
は
任
命
権
者
と

密
に
連
携
し
で
き
る
と
こ
ろ
は

行
う
こ
と
、
定
年
延
長
に
伴
う

給
与
制
度
の
見
直
し
は
、
具
体

的
内
容
は
今
後
で
あ
り
、
こ
れ

ら
も
念
頭
に
置
い
て
検
討
と
し

た
。
交
渉
団
か
ら
給
与
制
度
面

で
の
一
層
の
改
善
を
求
め
た
。

【
通
勤
手
当
】

　

高
速
道
路
利
用
や
パ
ー
ク
＆

ラ
イ
ド
の
検
討
に
は
さ
ら
に
時

期
を
要
す
る
と
し
、
引
き
続
き

の
課
題
と
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
消
極
回
答
を
示
し
た
。
交

渉
団
か
ら
高
速
利
用
は
自
己
負

担
が
多
額
の
た
め
利
用
実
績
が

少
な
い
実
態
に
あ
る
こ
と
、
当

県
の
実
情
を
踏
ま
え
た
制
度
と

す
る
よ
う
改
め
て
求
め
た
。

【
両
立
支
援
制
度
】

　

不
妊
治
療
休
暇
に
関
し
て
は
、

国
人
勧
を
重
く
受
け
止
め
、
今

回
の
県
人
勧
で
何
ら
か
の
形
で

言
及
す
る
と
し
、
中
身
は
検
討

中
で
あ
り
委
員
に
も
要
望
を
伝

え
て
検
討
と
応
じ
た
。
交
渉
団

か
ら
当
県
の
実
情
を
踏
ま
え
た

休
暇
と
す
る
と
と
も
に
、
子
等

の
看
護
休
暇
の
日
数
拡
大
・
子

の
年
齢
制
限
の
撤
廃
を
求
め
た
。

【
専
門
職
種
の
処
遇
改
善
】

　

獣
医
師
は
給
与
上
の
処
遇
に

関
し
、
他
県
の
状
況
を
把
握
中

と
し
、
給
与
上
の
処
遇
も
一
定

の
見
直
し
が
必
要
と
の
方
向
性

で
作
業
を
進
め
て
い
る
と
し
た
。

正
式
採
用

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

9.27　ヤマ場　人事委員会事務局長交渉

　

新
採
用
職
員
の
皆
さ
ん
、
正

式
採
用
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
た
ち
青
年
婦
人
部
一
同
、

心
か
ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
長
い
県
職
員
生
活
、

互
い
に
助
け
合
い
、
日
々
の
仕

事
、
生
活
を
よ
り
良
く
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
新
採
用
職

員
の
加
入
状
況
は
、
９
月
１
日

時
点
で
35
・
９
％
と
な
っ
て
お

り
、
例
年
よ
り
も
多
い
も
の
の
、

未
だ
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

職
場
の
課
題
・
現
状
を
改
善
し

て
い
く
た
め
に
は
、
職
員
の
加

入
率
は
非
常
に
重
要
に
な
り
ま

す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
正

式
採
用
の
こ
の
機
会
に
、
新
採

用
職
員
を
は
じ
め
、
未
だ
組
合

に
加
入
し
て
い
な
い
方
へ
の
再

度
の
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
際
、
青
婦
部
で
発
行
し
て

い
る
『
新
採
用
ニ
ュ
ー
ス
』
等

も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く

労
働
環
境
は
決
し
て
い
い
と
は

言
え
な
い
状
況
で
す
。
青
年
婦

人
部
で
も
、
職
場
実
態
ア
ン
ケ

ー
ト
に
取
り
組
み
、
そ
の
結
果

を
基
に
人
事
課
と
独
自
交
渉
を

行
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

交
渉
に
向
け
、
今
後
も
一
緒
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

岩
手
県
地
方
公
務
員
共
闘
会
議
は
９
月
27
日
、
21
県
人
勧
に
向
け
、
ヤ
マ
場
と
な
る
今
野

事
務
局
長
と
交
渉
を
行
っ
た
。
月
例
給
は
据
置
方
向
、
不
妊
治
療
休
暇
の
創
設
に
向
け
た
回

答
を
得
る
も
、
一
時
金
は
相
当
厳
し
い
情
勢
を
示
唆
し
、
期
末
手
当
の
引
き
下
げ
の
可
能
性

に
言
及
。
交
渉
団
か
ら
職
員
の
踏
ん
張
り
に
報
い
る
改
善
勧
告
に
向
け
、
再
考
を
求
め
た
。

10
月
４
日
委
員
長
交
渉
で
前
進
回
答
を
求
め
る
。

そ
の
う
え
で
、
他
職
種
も
均
衡

を
は
か
り
な
が
ら
同
じ
視
点
で

引
き
続
き
検
討
す
る
と
し
た
。

交
渉
団
か
ら
薬
剤
師
等
の
他
職

種
の
改
善
も
行
う
よ
う
求
め
た
。

【
長
時
間
労
働
是
正
】

　

定
員
の
配
置
を
含
め
て
こ
れ

ま
で
も
言
及
し
て
き
た
こ
と
に

触
れ
、
長
時
間
労
働
が
慢
性
的

な
公
所
へ
の
指
導
・
フ
ォ
ロ
ー（

久
慈
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
分
会
）

を
強
化
し
、
改
善
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
を
報
告
に
言
及
す

る
と
し
た
。
交
渉
団
か
ら
通
常

業
務
で
す
ら
過
重
状
況
で
あ
り
、

コ
ロ
ナ
対
策
等
の
非
常
時
の
業

務
も
増
加
し
て
い
る
実
態
等
を

訴
え
、
要
員
確
保
を
含
め
た
現

場
実
態
を
踏
ま
え
た
改
善
策
を

示
す
よ
う
求
め
た
。

【
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
】

　

パ
ワ
ハ
ラ
対
策
の
強
化
が
必

要
で
あ
る
と
し
、
発
生
防
止
の

た
め
の
意
識
啓
発
、
相
談
窓
口

の
一
層
の
周
知
と
対
応
職
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
報
告
に
触
れ

る
と
言
及
。
交
渉
団
か
ら
相
談

し
や
す
い
体
制
強
化
を
求
め
た
。

【
今
後
の
交
渉
に
向
け
て
】

　

今
野
事
務
局
長
の
回
答
は
月

例
給
据
置
の
方
向
や
、
不
妊
治

療
休
暇
創
設
で
一
定
の
前
進
が

あ
る
も
、
一
時
金
は
相
当
数
の

引
き
下
げ
の
可
能
性
が
あ
り
、

か
つ
期
末
手
当
か
ら
の
引
き
下

げ
を
示
唆
す
る
な
ど
厳
し
い
回

答
と
な
っ
た
。
交
渉
団
か
ら
現

場
で
奮
闘
す
る
職
員
は
限
界
に

あ
り
、
賃
金
水
準
維
持
を
含
め

勤
務
意
欲
が
向
上
で
き
る
勧
告
・

報
告
の
実
現
を
申
し
入
れ
た
。

地
公
共
闘
は
最
終
局
面
10
月
４

日
人
事
委
員
長
交
渉
で
の
前
進

回
答
に
向
け
て
要
請
打
電
な
ど

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

　　　 相当程度下回る／ 　　　 較差わずか・据置か
地公共闘  職員の踏ん張りに報いる改善勧告を強く求める

一時金 月例給

▲21県人勧に向け前進回答を求める地公共交渉団

▲回答する今野人事委員会事務局長（手前）

▲大型ハガキ署名を手渡す金田一地公共闘議長（左）



　

県
庁
・
盛
岡
支
部
で
は
、
加

入
促
進
の
た
め
の
賃
金
学
習
会

を
小
規
模
で
開
催
。
各
種
手
当

の
計
算
方
法
や
制
度
に
つ
い
て

の
学
習
を
行
っ
た
。

　

給
与
明
細
の
差
引
支
給
額
の

み
を
見
て
い
る
人
は
多
い
。
し

か
し
、
手
当
の
支
給
業
務
を
行

っ
て
い
る
の
も
職
員
の
た
め
、

誤
り
が
な
い
と
も
限
ら
な
い
。

誤
り
に
気
づ
き
適
正
額
を
も
ら

う
た
め
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

超
過
勤
務
手
当
の
計
算
方
法

も
学
習
し
た
が
、
命
令
を
受
け

な
け
れ
ば
手
当
の
支
給
は
さ
れ

な
い
。
超
勤
が
必
要
な
場
合
は

上
司
に
判
断
を
仰
ぎ
命
令
を
も

ら
う
必
要
が
あ
る
。
自
分
の
判

断
の
み
で
超
勤
を
行
い
、
サ
ー

ビ
ス
残
業
に
す
る
こ
と
は
人
員

が
増
え
な
い
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　

組
合
で
は
職
場
で
教
え
き
れ

　

釜
石
支
部
は
９
月
14
日
、
定

期
大
会
を
開
催
し
た
。

　

小
原
支
部
長
か
ら
、
「
コ
ロ

ナ
感
染
者
は
岩
手
県
で
は
３
千

人
を
超
え
、
全
国
で
は
１
，６
４

５
千
人
と
な
り
、
特
に
感
染
者

は
８
月
４
日
〜
24
日
の
間
に
急

「
政
権
交
代
」
に
む
け
待
っ
た
な
し

＝
釜
石
支
部
で
定
期
大
会
を
開
催
＝

激
に
増
え
、
在
宅
勤
務
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
釜
石
は
ク
ー
ラ

ー
の
な
い
公
舎
で
の
在
宅
勤
務

と
な
り
働
く
こ
と
も
大
変
で
す
。

働
く
環
境
に
対
応
し
な
い
ま
ま

制
度
だ
け
導
入
す
る
と
、
働
く

私
た
ち
が
大
変
に
な
る
典
型
的

な
状
況
。
働
く
環
境
の
改
善
の

た
め
支
部
独
自
要
求
交
渉
に
取

り
組
む
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、
今
年
度
か
ら
会
計

年
度
任
用
職
員
の
組
合
員
も
参

加
頂
き
、
労
働
条
件
の
改
善
に

一
緒
に
取
り
組
む
体
制
と
し
た

こ
と
、
今
年
度
の
新
採
用
職
員

全
員
加
入
に
向
け
て
取
り
組
む

こ
と
、
今
年
度
会
計
年
度
任
用

職
員
２
人
の
組
合
加
入
も
報
告

し
、
引
き
続
き
過
年
度
採
用
者

▲運動方針について確立した釜石支部定期大会

▲盛岡支部での学習会のようす

盛
岡
市
議
会
議
員
（
県
職
労
組
織
内
） 

野
中
や
す
し

の
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
と
、

分
会
活
動
の
活
性
化
等
を
全
体

で
確
認
し
た
。

　

支
部
独
自
活
動
と
し
て
、
支

部
独
自
要
求
に
む
け
た
ア
ン
ケ

ー
ト
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、

不
足
す
る
振
興
局
職
員
駐
車
場

確
保
等
の
継
続
課
題
の
改
善
の

た
め
、
振
興
局
長
と
の
交
渉
実

施
な
ど
の
運
動
方
針
を
提
起

し
、
討
論
を
経
て
確
立
し
た
。

ク
ー
ラ
ー
の
な
い
公
舎
で
の
　

在
宅
勤
務
は
大
変

　

県
職
労
の
皆
様
、
日
頃
の
ご

指
導
、
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に

つ
い
て
は
、
保
健
所
を
は
じ
め
、

感
染
拡
大
防
止
や
県
民
生
活
を

守
る
た
め
、
日
夜
ご
奮
闘
さ
れ

て
い
る
組
合
員
の
皆
様
に
心
よ

り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

【
①
９
月
市
議
会
で
の
活
動
】

　

私
は
、
９
月
定
例
会
の
総
務

常
任
委
員
会
で
、
「
市
職
員
の

健
康
管
理
体
制
」
に
つ
い
て
、

当
局
を
質
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
対

策
や
飲
食
店
を
は
じ
め
と
す
る

中
小
企
業
支
援
な
ど
、
市
職
員

の
業
務
負
担
が
重
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
定
期
健
康
診
断
の

結
果
、
血
圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
な
ど
、
何
ら
か
の
「
異
常
」

が
あ
っ
た
職
員
は
全
体
の
81
・

８
％
に
も
上
る
と
い
う
結
果
が

報
告
さ
れ
、
委
員
会
室
で
ど
よ

め
き
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

盛
岡
市
に
限
ら
ず
、
各
自
治

体
で
は
、
こ
の
間
、
自
民
党
に

よ
る
「
地
方
行
革
」
政
策
に
よ

っ
て
、
保
健
所
の
統
廃
合
を
は

じ
め
、
現
業
・
一
般
職
問
わ
ず

人
員
削
減
が
続
け
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
職
場
は
慢

性
的
な
人
員
不
足
に
加
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
と
通
常
業
務
も

こ
な
さ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
過

重
労
働
の
実
態
が
あ
り
ま
す
。

　

都
市
部
を
中
心
に
、
医
療
現

場
の
逼
迫
が
問
題
視
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
感
染
拡
大
防
止
の
最

前
線
で
働
く
保
健
所
や
、
生
活

困
窮
者
や
中
小
企
業
な
ど
を
支

援
す
る
職
場
に
つ
い
て
も
、
業

務
量
に
見
合
っ
た
人
員
体
制
の

確
保
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
長
引
く
地
域
経
済
の

冷
え
込
み
は
、
民
間
企
業
に
お

け
る
労
働
者
の
賃
金
の
抑
制
に

直
結
す
る
深
刻
な
問
題
で
す
。

　

民
間
労
働
者
の
賃
金
抑
制
の

動
き
は
、
公
務
職
場
の
賃
金
に

も
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
必
至

で
す
。
こ
れ
か
ら
県
人
事
委
員

会
勧
告
が
出
さ
れ
、
確
定
闘
争

が
本
格
化
て
い
き
ま
す
が
、
私

は
、
地
域
経
済
を
守
る
観
点
か

ら
も
、
公
民
問
わ
ず
、
賃
金
水

準
の
維
持
確
保
に
む
け
て
、
地

方
議
会
の
場
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
②
衆
院
選
に
向
け
て
】

　

さ
て
、
９
月
29
日
の
自
民
党

総
裁
選
に
よ
り
、
岸
田
氏
が
総

裁
と
な
り
、
岸
田
政
権
が
発
足

す
る
見
込
み
で
す
。

　

菅
内
閣
の
後
手
後
手
続
き
の

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
っ
て
、

国
民
の
生
命
や
く
ら
し
は
、
か

つ
て
な
い
ほ
ど
危
機
的
な
状
況

に
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
首
相

の
交
代
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

　

自
民
党
新
総
裁
が
選
ば
れ
た

か
ら
と
言
っ
て
、
こ
れ
ま
で
９

年
の
悪
政
の
数
々
が
帳
消
し
に

な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
よ
い
よ
解
散
総
選
挙
が
目

前
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
次
の

解
散
総
選
挙
で
「
政
権
交
代
」

を
実
現
し
、
「
今
だ
け
、
カ
ネ

だ
け
、
自
分
だ
け
」
の
自
公
政

権
に
よ
る
政
治
を
何
と
し
て
も

終
わ
ら
せ
、
主
権
者
で
あ
る
国

民
の
手
に
政
治
を
取
り
戻
し
ま

し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
県
内

小
選
挙
区
で
野
党
候
補
の
勝
利

を
勝
ち
取
り
、
東
北
比
例
で
は

「
立
憲
民
主
党
」
の
議
席
を
拡

大
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

　

県
職
労
の
皆
さ
ん
と
共
に
、

「
政
権
交
代
」
を
め
ざ
し
て
、

全
力
で
総
選
挙
に
取
り
組
む
決

意
で
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

な
い
制
度
面
に
つ
い
て
の
学
習

等
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
年
末
調
整
や
、
新
卒
採

用
２
年
目
以
降
に
な
る
と
負
担

と
な
る
住
民
税
に
つ
い
て
の
学

習
も
検
討
し
て
い
る
。
生
活
で

必
要
な
知
識
も
提
供
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

青婦部

必要な知識を得る
　　　　学習会を開催

衆議院選挙

学
習
コ
ラ
ム

④
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制
度

定
年
延
長
導
入
の
ポ
イ
ン
ト

【
①
基
本
パ
タ
ー
ン
】

　
61
歳
以
降
は
、
定
年
延
長
と
し
て
常
勤
職
員
と
し
て
勤
務
を
継
続

す
る
場
合
の
ほ
か
、
本
人
の
希
望
に
基
づ
き
、
再
任
用
短
時
間
勤
務

を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
再
任
用
短
時
間
勤
務
に
移
行
す
る
場

合
に
は
「
退
職
」
扱
い
と
な
る
。
短
時
間
勤
務
の
詳
細
な
週
当
た
り

勤
務
時
間
の
詳
細
は
今
後
の
交
渉
で
詰
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
が
、
現
行
の
再
任
用
短
時
間
勤
務
（
週
29
時
間
）
が
参
考

と
な
る
。
な
お
、
本
人
の
希
望
に
よ
る
こ
と
か
ら
、
当
局
都

合
で
の
短
時
間
任
用
は
で
き
な
い
。

【
②
代
表
的
事
例
】

　
再
任
用
短
時
間
勤
務
制
度
は
、
61
歳
以
降
で
あ
れ
ば
、

例
え
ば
、
63
歳
ま
で
常
勤
職
員
で
働
き
、
64
歳
か
ら
再
任
用

短
時
間
勤
務
を
選
択
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
常
勤
職
員
を
退
職
後
、
一
旦
空
け
て
、
定
年
前
再
任

用
短
時
間
勤
務
を
希
望
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
65
歳
ま
で
定
年
が
延
長
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
暫
定
再
任
用

期
間
が
生
じ
る
が
、
定
年
前
退
職
以
降
に
、
暫
定
再
任
用
期

間
が
あ
る
場
合
は
暫
定
再
任
用
に
移
行
可
能
。
暫
定
再
任
用

期
間
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
加
え
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
の
勤
務
が

制
度
上
可
能
だ
が
、
詳
細
な
取
扱
い
は
交
渉
で
詰
め
る
こ
と

と
な
る
。

【
③
対
応
不
可
の
事
例
】

　
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
を
選
択
し
た
後
、
常
勤
職
員

に
戻
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
移
行
時
に
退
職
扱
い
の
た
め
）
。

ま
た
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制
度
は
60
歳
ま
で
常
勤

職
員
と
し
て
任
用
さ
れ
た
ケ
ー
ス
の
対
応
の
た
め
、
60
歳
前

に
退
職
し
た
場
合
に
は
同
制
度
は
活
用
で
き
な
い
こ
と
に
注

意
が
必
要
。

次
回
は
⑤ 

役
職
定
年
制
・
特
例
任
用 

を
テ
ー
マ
と
し
ま
す
。

お
悩
み
相
談

　
組
合
書
記
局
に
ご

相
談
が
あ
る
方
は
左

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

メ
ー
ル
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
。

受
け
付
け
て
い
ま
す

岩　　　手　　　県　　　職　　　労第1588号（昭和34年４月１日第三種郵便物認可） 2021年9月30日（２）

65 歳で定年退職（65 歳定年ま
で常勤職員として勤務）

60 歳で退職後、定年前再任用短
時間勤務職員として勤務

63 歳で退職後、定年前再任用短
時間勤務職員として勤務

60 歳で退職、１年間あけて、定
年前再任用短時間勤務職員とし
て勤務

62 歳で退職、１年定年前再任用
短時間勤務で勤務し、その後暫
定再任用として勤務
（※暫定再任用期間がある場合）

【注意】
定年前再任用短時間勤務制度
不可の事例

65歳

63歳

61歳

62歳 63歳


